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たまふJ ["おぽすJ ["おぼしめす」の、それぞれの用法と意義、さらに「とぶらふ」と「とふj の用法など、青表紙本
と別本との違いを視点に置きながら詳細に論じてし、く。
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論文審査の結果の要旨
『源氏物語』の別本を含めた本文や表現の考察は、従来とかく諸本の本文を列挙し、伝本間の違いを指摘するに終
始しかねない研究領域である。それを申請者は、異文の読みを通じて作品の構造や人物論、さらには平安文学全体の
視点から、用いられた場面での語葉や表現の意義づけをするなど、きわめて有意義な成果を得たと思う。宇治に住ん
でいた頃の中君と、匂宮と結婚して都へ移り住むようになって以降の待遇表現を分析し、敬意が高められている事実
を指摘し、『源氏物語』における敬語が固定したものではなく、状況に応じて変化していく実態を明らかにする。若
紫巻での光源氏かいま見の場面においても、初めて登場する尼君に対して敬語が用いられていないものの、やがて身
分を知って敬語が付加されていく大島本の性格を位置づける。ところが、別本や河内本において、本文の書写者にと
って尼君は未知の人物ではなく、作品を読んで、素性を知っているだけに、初めから敬語を用いた表現をするなど、そ
こには後人の本文への改憲があったとする。そのほか、東京大学図書館本が保坂本と共通祖本から派生したこと、陽
明文庫別本と本文の性格が異なることなど、書誌学的な考察もし、さらに語葉における諸本での意義づけ、そこから
作品論への展開を試みる。宇治十帖が「心細し」のことばを基調とし、泣く表現の男性と女性の異なり、浮舟に対す
る薫と匂宮の「涙」の違い等、新見を随所に披漉する。
このように内容的に意欲的な見解を述べるものの、本文の異同と書写者のかかわり、さまざまな表現や語葉と別本
の位置づけなど、まだ残された課題も多い。ただ、新しい方法による本文と表現の研究は、学界に禅益するところが
大きいものがある。このような次第で、本論文は博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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